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これまでの海水淡水化RO膜における実績をもとに、「高濃度塩水濃縮（BC）膜」としての用途展開
を開始。製塩工場においては塩の生産性向上に、リチウムイオンバッテリー（LIB）のリサイクル工場
においては廃LIBからのリチウム回収工程の短縮に貢献。さらに、ZLD（Zero Liquid Discharge：
無排水化）をめざした排水減容化用途も展開。
今後は、三菱商事（株）のネットワークも活用しながら、現地パートナーやアライアンスを拡充し、装置の大型
化や最終需要家へのアプローチという課題をクリアしながら、価値創造ストーリーを継続的に再現。

RO膜の価値創造ストーリー 価値創造のポイント

フェーズ 2

ソリューションの検討

フェーズ 3

事業化による
ソリューションの創造

資源循環：LIBリサイクル工場におけるリ
チウムの回収・再利用に貢献。
有価物回収工程の短縮化：膜濃縮の適用
により、後段の蒸発工程の短縮化が可能。
エネルギー使用量の削減：蒸発工程の短縮
により、エネルギー使用量の削減に寄与。

海外の大型案件では、エンジニアリング会社に対する高度な技術的折衝が求められたが、研究
者、技術者が出向いて真 に対応。
2010年、伊藤忠商事（株）および現地企業との合弁により、サウジアラビアで初となる海水淡水
化用中空糸型RO膜の製造・販売会社※を設立。設立にあたり、経済協力機関である中東協力セ
ンターから投資環境調査などの支援を受けた。その後は現地工場からも中東地域の海水淡水
化施設へRO膜の供給を進め、同地域の水資源の確保に貢献。サウジアラビアにおけるシェア
は約20％、年間約520万人分の生活用水を提供。
※ARABIAN JAPANESE MEMBRANE COMPANY, LLC（2025年にTOYOBO MC Middle East

 Industries Company, LLCへ社名変更）
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1980年、岩国工場（当時）でRO膜モジュールの生産を開始するも、小型モジュールが大半で、成長性
の限界が顕在化。海水淡水化の市場規模が大きい中東湾岸諸国の大規模プロジェクトに着目した。
エンジニアリング会社へのアプローチや展示会、学会を通じて、CTA製の膜は塩素殺菌による洗
浄が容易であり、単位体積当たりの膜面積が大きく、装置がコンパクトである点などをアピール
し、海外市場における信頼性や評価を確立。
1981年、有望市場であるサウジアラビアで海水淡水化の実演を実施。同地域特有の高温・高濃
度海水でもWHO基準の飲料水を安定して提供できることを証明。1989年には、日本の大手エ
ンジニアリング会社が受注した当時世界最大規模のRO法によるサウジアラビアの海水淡水化
施設に当社グループの膜が採用された。

1

2

3

フェーズ 4

次のソリューションの
創造

フェーズ 1

人と地球が抱える
困りごとの把握

1970年代初頭、人口増加や産業化により水不足が深刻化し、水質汚染も顕在化。
祖業である綿紡績に始まり、化学繊維・合成繊維へと展開してきた当社グループは、繊維分野で
培った高度な技術力を基盤に、新規事業開拓の可能性を模索していた。
①②を背景に、高品質な水を安定的に確保するニーズに応えるべく、レーヨン事業を通じて蓄
積した中空糸紡糸技術を生かし、塩素殺菌可能な耐塩素性を有するCTA製の中空糸型RO膜
モジュールの開発に着手。
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多くの他社膜はポリアミド製かつ膜構造は
平膜型が主流の中、CTA製の中空糸型に
することで、他社と差別化。

膜性能を最大化させるべく紡糸からモ
ジュール設計までの一貫生産プロセスを検
討。海水淡水化の試験所であった造水促進
センターの実証試験に採用されたことを契
機に、事業化に向けた取り組みを本格化。

技術

パートナーとの協業 外部技術・人材取り込み

研究者・技術者の課題と向き合う真 な姿勢。

伊藤忠商事（株）および現地企業との合弁会
社設立を通じた人と地球の困りごとの解決。

人と組織

パートナーとの協業 外部技術・人材取り込み

粘り強いアプローチにより、海外市場にお
ける信頼性や評価を確立。

サウジアラビア政府との信頼関係を構築す
るとともに、塩素で容易に膜洗浄できるな
ど、トータルの造水コスト低減を訴求するこ
とで、同国の海水淡水化施設への納入実績
を積み上げた。

人と組織

お客様との共創

技術

パートナーとの協業

海水淡水化用逆浸透（RO）膜
RO膜は、水分子のみを透過させ、イオンや有機物、細
菌、ウイルスなどの不純物を除去する極めて微細な分
離膜。圧力を加えることで、水を高濃度側から低濃度側
へ移動させる「逆浸透現象」を利用している。
当社グループ（東洋紡エムシー（株））は、セルローストリ
アセテート（CTA）製の中空糸型RO膜を展開。CTA膜
は耐塩素性に優れるため塩素殺菌が可能であり、微生
物による汚染を低減する。高温・高濃度・閉鎖海域の中
東湾岸諸国の海水淡水化プラントに採用され、高品質
な生活用水の供給に貢献している。サウジアラビアにお
けるシェアは約20％（当社推定）。

東洋紡グループの価値創造事例

2030中期経営計画で示した「価値創造ストーリー」に基づき、環境価値の創出につながる事例として海水淡水化用逆浸透
（RO）膜を紹介します。「コア技術」と「人と組織」の力を原動力に、経済的価値と社会的価値の両立を実現しています。当社
グループは、この価値創造サイクルの再現性を高めることで、人と地球に求められるソリューションを創出し続けます。
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事業を通じた環境価値の創出 企業理念体系「TOYOBO PVVs」
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